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１９年度

一般会計決算は

特別会計の決算は―
歳入歳出差引額歳出決算額歳入決算額会 計 名

８,３８１万３,９４２円１９億２,９５３万６,９３６円２０億１,３３５万８７８円国民健康保険特別会計

１,３１９万８,９６８円１,１３８万３,２１７円２,４５８万２,１８５円百穴管理特別会計

３,３７６万２,０４３円１３億２９２万１,２４５円１３億３,６６８万３,２８８円老人保健特別会計

４,７０９万９,９４８円４億４,３１５万４,５７４円４億９,０２５万４,５２２円下水道事業特別会計

１,４２３万９,７７８円１億８,００５万４,１１２円１億９,４２９万３,８９０円農業集落排水事業特別会計

３,５３１万９,３０１円９億１７万３,４９１円９億３,５４９万２,７９２円介護保険特別会計

水道事業会計　収益的収入及び支出　　　　資本的収入及び支出

※収入不足については、

損益勘定留保資金などに

より補てんしました。

　　　　　　　収入　６億５,９１１万５,２２１円　　収入　１億２,７７２万６,５００円

　　　　　　　支出　５億８,７６５万９,９３９円　　支出　２億１,２９９万７,９５７円

◎最近５年間の一般会計歳入歳
出決算額の推移 （単位　億円）

◎最近５年間の町税・地方交付税・
　補助金の推移 （単位　億円）
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２７.３�

町税�

地方交付税�

国・県補助金�

一般会計�

歳　入�

町税�
　２,７２７,１７９,８８４円�

４６.９０％�

地方交付税�
１,２２９,３９８,０００円�

２１.１４％�
町債�

２７７,９００,０００円�
４.７８％�

繰越金�
２６３,５０８,８４４円�
４.５３％�

県支出金�
２５１,７２４,３８５円�
４.３３％�

地方消費税交付金�
１８６,３７５,０００円�
３.２１％�

国庫支出金�
１８１,９７９,６７８円�
３.１３％�

諸収入�
１５８,９９８,８０８円�
２.７３％�

地方譲与税�
１５７,８７９,０００円�
２.７２％�

その他�
３７９,３２４,８５４円�
６.５３％�

一般会計�

歳　出�

民生費�
１,２３０,３２３,４９２円�

２１.９７％�

総務費�
８６４,９９２,５１２円�
１５.４６％�

教育費�
７２３,８５０,００９円�
１２.９３％�

土木費�
６１７,７７４,００１円�
１１.０４％�

公債費�
６７０,８０９,９９３円　�
１１.９９％�

衛生費�
　５３２,８４６,７６５円�

９.５２％�

農林水産業費�
３６７,４４９,２２７円�
６.５７％�

消防費�
３５８,５１３,９４５円�
６.４１％�

議会費�
９７,１４２,７６９円�
１.７４％�

商工費�
３５,０８９,６８５円�
０.６３％�

労働費�
２,０７６,８８３円�
０.０４％�

その他�
９５,５８９,１３８円�
１.７０％�

■可決された主な議案について■
一般会計補正予算（第２号）

　既定の予算額に歳入歳出それぞれ１億２,００４万１千円を追加し、予算の総
額を５８億４,９５９万６千円とするものです。
歳入の主なものでは―
　○地方特例交付金４１５万５千円、及び特別交付金９３万７千円、地方交付税１
億５,５２９万６千円は、それぞれ交付額の確定によるものです。
　○県委託金・総務費県委託金９２１万１千円は、税源移譲による所得変動に係
る経過措置による住民税還付金に伴う、個人県民税徴収取扱費であります。
　○繰入金・基金繰入金・財政調整基金繰入金１億１万９千円の減は、基金
からの繰り入れを取り止めるものです。
　○繰越金１,７８１万１千円は、前年度繰越金の確定見込みによるものです。

歳出の主なものでは―
　○後期高齢者医療事業費の人間ドック受診者補助金５０万円
　○農道整備工事、水路改修工事等の１,２００万円
　○舗装新設工事２５０万円、側溝整備工事２,３７０万円、舗装修繕工事２,１２０万円
　○全国大会等への生徒選手派遣費２０９万２千円などであります。

●吉見町農業委員会の選任による委

員の議会推薦委員に関する定数条例

□内容

吉見町農業委員会の議会推薦による

者の人数を３人と定めること。

●吉見町農業委員会選挙委員定数条

例の一部を改正する条例

□改正事項

吉見町農業委員会選挙委員の定数を

１６人から１２人とすること。

総
額

歳
出 ５５億９,６４５万８,４１９円総

額
歳
入 ５８億１,４２６万８,４５３円

差
引
額
２億１,７８１万３４円
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議 案 審 議 結 果

審議結果件　　　　　　名発議番号

原案可決吉見町議会会議規則の一部を改正する規則の提出について発議第３号

原案可決吉見町議会事務局処務規程の一部を改正する規程の提出について発議第４号

原案可決「協同労働の協同組合法」の速やかな制定を求める意見書（案）の提出について発議第５号

議員提出議案

町長提出議案
審議結果件　　　　　　名議案番号

原案可決比企土地開発公社定款の一部を変更する定款について議案第４４号

原案可決吉見町農業委員会の選任による委員の議会推薦委員に関する定数条例議案第４５号

原案可決吉見町農業委員会選挙委員定数条例の一部を改正する条例議案第４６号

原案可決吉見町認可地縁団体印鑑条例の一部を改正する条例議案第４７号

原案可決
吉見町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例及び吉見町特別職報酬等審議
会条例の一部を改正する条例

議案第４８号

原案可決吉見町墓地、埋葬等に関する法律施行条例の一部を改正する条例議案第４９号

原案可決平成２０年度吉見町一般会計補正予算（第２号）議案第５０号

原案可決平成２０年度吉見町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議案第５１号

原案可決平成２０年度吉見町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議案第５２号

原案可決平成２０年度吉見町老人保健特別会計補正予算（第１号）議案第５３号

原案可決平成２０年度吉見町介護保険特別会計補正予算（第１号）議案第５４号

原案可決平成２０年度吉見町百穴管理特別会計補正予算（第１号）議案第５５号

原案可決平成２０年度吉見町下水道事業特別会計補正予算（第２号）議案第５６号

原案可決平成２０年度吉見町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）議案第５７号

認　　定平成１９年度吉見町一般会計決算認定について議案第５８号

認　　定平成１９年度吉見町国民健康保険特別会計決算認定について議案第５９号

認　　定平成１９年度吉見町百穴管理特別会計決算認定について議案第６０号

認　　定平成１９年度吉見町老人保健特別会計決算認定について議案第６１号

認　　定平成１９年度吉見町下水道事業特別会計決算認定について議案第６２号

認　　定平成１９年度吉見町農業集落排水事業特別会計決算認定について議案第６３号

認　　定平成１９年度吉見町介護保険特別会計決算認定について議案第６４号

認　　定平成１９年度吉見町水道事業会計決算認定について議案第６５号

適　　任人権擁護委員の推薦について議案第６６号

同　　意教育委員会委員の任命同意について議案第６７号

同　　意教育委員会委員の任命同意について議案第６８号

　９月定例議会は、９月２日から１９日までの１８日間の会期で行なわれました。

　今定例議会では、町長から提出された「平成１９年度の各会計決算認定」、「平

成２０年度一般会計補正予算」など、２５議案の審議が行なわれ、すべて原案のと

おり可決・認定・適任・同意されました。

　一般質問については、７名の議員が登壇し、町政全般について活発な議論が

展開されました。

　また、議員提出議案の発議３件が審議され、原案のとおり可決されました。

決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算をををををををををををををををを認認認認認認認認認認認認認認認認定定定定定定定定定定定定定定定定決算を認定

人権擁護委員の推薦 教育委員会委員の任命同意

■　人　事　■

吉見町大字一ツ木６３番地

松　本　　晃　氏

昭和１８年１１月１２日生

吉見町大字南吉見１０９番地２

櫻　庭　俊　昭　氏

昭和１９年３月２日生

吉見町大字久米田６１６番地１

田　端　京　子　氏

昭和３７年９月４日生
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　本委員会に付託された平成１９年度一般会計決算の

うち、関連する議会費、総務費（戸籍住民基本台帳

費除く）、衛生費（健康推進課所管除く）、労働費、農

林水産業費、商工費、土木費、消防費、災害復旧費、

公債費、諸支出金及び予備費、特別会計の百穴管理、

下水道事業、農業集落排水事業、並びに水道事業会計

の決算認定について、９月８日、９日、１０日、１１日の４

日間慎重審議いたしました。平成１９年度吉見町一般

会計は歳入総額５８億１,４２６万８,４５３円、歳出総額５５億

９,６４５万８,４１９円で、歳出総額は前年度対比４.９％減で

す。減額の主な要因は横見排水機場設置費負担金、

南小屋内運動場増改築工事費です。委員会では主に

次の様な質疑・意見、要望がなされました。

　「議長交際費の内容は」。対外的な活動、儀礼的交

際等への必要経費です。「訴訟事件弁護士謝金の内

容は」。国保税滞納者に対して行った行為への取消

し処分及び控訴審への依頼費用です。７５人の区長が

おり、受持つ世帯の格差是正に区域の統合・再編を

含め、区長制度のあり方を検討願いたい。「飲料水

兼用型防火水槽の基数と水質検査は」。２４基ありま

す。浄水器使用後は飲料水可能との検査結果です。

財政調整基金は有事の時に必要であり、額の確保と

適正運用に努めること。巡回バスの運行及び鴻巣・

北本駅への乗り入れを含め検討され、適正運行に努

めること。枠配分による予算編成は利点を活かし、

課題を改善して、更なる町民サービス向上寄与に努

めること。商工会との協議の中で町のＰＲ、活性化

につながる事業は、予算措置も含め検討を。

　「町税還付金の内訳は」。法人町民税４０社約５６０万

円、個人住民税３８人約１０３万円です。庁内組織の税

収等確保対策連絡会の機能向上に努めること。滞納

者への啓発を強化し、納税意識の徹底を図ること。

収入未済額の解消に向け、徴収嘱託員の取組等含め

た協議検討を致すこと。歳入の約５０％を占める町税

には、適正課税と公平・公正な徴収業務の基本姿勢

で更なる努力を致すこと。毎年実施の８月１日調査

の資料はその趣旨と活用に活かせられる対応・検討

を図ること。農業用の用水源として利用の湖沼機能

と安全な用水としての水質検査の実施に努めること。

「委託業務における経費削減は」。契約内容の見直

し、ごみ取扱い量の削減に努めた結果です。処理困

難物等不法投棄され難い環境作りへの対応と対策を

図り解消に努めること。衛生委員と衛生協力員への

報酬を含めた対応のあり方について検討課題と致す

ように。集落営農育成・確保緊急整備支援事業への

補助制度の活用促進を図るとともに、小規模農家を

支援する施策の検討もしてもらいたい。

　「大雨時における町内水門や堰の管理体制は」。各

土地改良区に管理をお願いしています。今後も連携

を密に万全の体制を執られるように。道路整備等の

事業費縮小だが、財源確保で身近な生活道路整備が

進むよう一層の努力を致すこと。県道、鴻巣・川島

線、東松山・鴻巣線には期成同盟会や促進協議会が

設立されている。その意義を再認識され、各事業の

早期着手、完了に向け努力すること。中央市街化区

域の整備に向けては、あらゆる角度からの検討をし、

いち早く方向性を見い出して欲しい。公園の維持管

理、安全管理には適正且つ万全な管理体制に努めて

もらいたい。合併浄化槽に関する権限事務委譲がな

されている。更なる普及促進、維持管理の啓発を行

い環境改善寄与に努められること。観光ＰＲ、観光

案内事業により一層の努力を致すこと。「下水道事

業受益者負担金の不納欠損・収入未済額の内容は」。

納付義務者の相続放棄、未済額は受益者負担金の未

納付金額によるものです。公共下水道健全運営に未

納等諸課題解決に取組むのと併せ、接続率の向上、

普及啓発に一層の努力を。農業集落排水は現８施設

稼動している。今後は維持管理費の増加が見込まれ

ます。使用者の意識啓発に努め、負担軽減と経費縮

減に努め健全運営を図ること。「黒岩配水場の耐震

調査結果と対応は」。ＰＣ構造とＲＣ構造２基の配

水地であり、ＰＣは問題なし、ＲＣは耐震補強が必

要です。対応を現在策定中の水道ビジョンにて検討

してまいります。水道料金の故意的滞納者には状況

を良く精査した上で、毅然たる対応を致すこと。

　以上のような経過を踏まえ、本委員会に付託され

た議案は賛成多数をもって、原案のとおり認定すべ

きものと決した次第であります。

常常常常常常常常常常常常常常 任任任任任任任任任任任任任任 委委委委委委委委委委委委委委 員員員員員員員員員員員員員員 会会会会会会会会会会会会会会常 任 委 員 会

常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告常任委員会報告

　総務建設常任委員会
長島　茂委員長
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　本委員会に付託された平成１９年度一般会計決算の

うち、関連する総務費（戸籍住民基本台帳費）、民生

費、衛生費（農政環境課所管分を除く）、教育費につ

いて、並びに特別会計の国民健康保険、老人保健及

び介護保険決算について、９月８日、９日、１０日、

１１日の４日間慎重審議しましたので、報告いたしま

す。

　本委員会が所管する一般会計歳入合計は８億

４,１０２万５０６円、一般会計歳入歳出総額５８億１,４２６万

８,４５３円に対する割合は、１４.４６％であります。

　主な質疑の中から、

　福祉町民課関係では、後期高齢者医療広域連合事

業費の保険料凍結対応システム改修費については社

会保険の被扶養者の保険料が凍結されることになり、

システム改修されたもので、財源は全額国保補助で

す。誕生記念アルバムについては、ＤＶＤやメモリ

ースティック等数種類の中から選択できるよう、時

代に即した対応の検討を要望いたしました。

　健康推進課関係では、介護予防、生活支援事業の

不用額は当初の見込みより利用人数、利用時間が下

回ったためで、利用者減少の理由は、悠友館の特定

高齢者事業利用者の増が大きな理由の一つでありま

す。

　子育て支援課関係では、平成１９年度から子ども医

療費の対象が入院は中学校修了まで、通院は小学校

修了までに拡大されました。保育園の職員確保につ

いては、職能に見合う賃金改定を検討するとともに、

保育園の統合等を視野に入れた建設計画の早期着手

を要望いたしました。

　教育総務課関係では、各小中学校に設置されてい

るパソコンのリース料については、発達段階に応じ

た指導がなされており、教職員が十分な指導できる

よう研修会を実施し、指導力向上に努めています。

小中学校の図書購入費については、図書標準を達成

する努力をするよう要望しました。学校給食におけ

る地元産食材使用については、今後、旬な時期に使

用できるよう、年間使用量等を明示し、関係機関と

協議を進めていくとのことでした。

　生涯学習課では１９の施設を管理運営しています。

各地区公民館においては、地区公民館運営交付金を

財源として、年間３０回を超える事業を実施していま

すが、事業効果、必要性等を含め、検討するとのこ

とでした。

　町民会館の委託料は、中国雑技団公演等、１３回の

自主事業に要した経費です。図書館の図書購入につ

いては、貸出統計を参考に各分類ごとの購入計画を

立て、新刊本の案内書等を参考に購入しており、す

べての利用者のリクエストに応えるべく、他の図書

館との相互貸借を含め努力をしています。

　埋蔵文化財センターでは、体験学習、よしみ歴史

探検隊等の事業が実施され、参加者数は増大してい

ます。

　国民健康保険特別会計決算では、歳入歳出予算現

額１９億６,８９０万７,０００円、収入済額２０億１,３３５万８７８円、

支出済額１９億２,９５３万６,９３６円であります。

　平成１９年度は経営姿勢評価による国・県からの特

別交付金収入が約２,６００万円ありましたが、毎年交

付されるものではありません。国保税の収納率は現

年分９２.７９％、過年度分１６.６４％で、合計は７１.８３％で

す。国保税の収納状況は長年の課題であり、より一

層収納率向上に努めるよう要望しました。

　老人保健特別会計決算では、歳入歳出予算現額１３

億６,１１３万３,０００円、収入済額１３億３,６６８万３,２８８円、支

出済額１３億２９２万１,２４５円です。老人保健特別会計は、

後期高齢者医療制度へ移行後、３年間存続し、その

後は一般会計での対応となります。

　介護保険特別会計決算では、歳入歳出予算現額９

億４,７１９万４,０００円、収入済額９億３,５４９万２,７９２円、支

出済額９億１７万３,４９１円です。地域支援事業費の増

加の理由については、同事業が２年目を迎え、特定

高齢者の運動機能向上、栄養改善、口腔機能向上を

目的とする通所型介護予防事業が回数・参加者とも

に大幅に増えたこと等によるものです。また、滞納

状況、配食サービス、保険給付費準備基金の状況等、

活発な質疑と適正な答弁がなされました。

　以上のような経過をふまえ、本委員会に付託され

た議案は賛成全員をもって原案のとおり認定すべき

ものと決した次第であります。

常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告常任委員会報告

　教育福祉常任委員会
安孫子和子委員長
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そこ
が聞
きた
い

こう
して

ほし
い

吉見町においての公共下水道の普及率と農業集落排

水を含めた普及率と公共下水道の接続率をお伺いし

ます。

�
　平成１９年度末で、公共下水道普及率１９.２％、

農業集落排水を含めた普及率約３８％、公共下水

道の接続率８４％です。

�
　現在の事業認可区域終了まであと何年かかり

ますか。

�
　大串地区が平成２１年度に終了して、２２年度か

ら、仮に年間１億円ベースで考えますと３２年度

に終了を予定しています。

答

問

答

�
　今年４月３０日に「地方税法の一部を改正する

法律」が公布されて５月１日から「ふるさと納

税」が全国各所において導入され始めています。ふ

るさと納税とは新たに税を納めるものではなく、自

分が貢献したいと思う地方公共団体に５,０００円を超

える寄付を行った時に、住民税と所得税から一定の

控除を受けることができる制度で、このような制度

が始まり、町として導入していく考えはないのか、

お伺いします。

�
　町内外において、自主的に寄付をしていただ

く状況があれば、対応していかなければいけな

いと思いますが、現状では町で積極的にお願いする

ということは考えていませんが、税額控除・財源確

保において、有利な制度改正と思われます。今後県

内の状況をみながら、検討していきたいと考えます。

�
　荒川右岸流域下水道は吉見町を昭和６０年に編

入し１０市３町を区域にしており、吉見町におい

ては平成１０年１０月１日に供用開始しました。現在の

問

答

問
農業集落排水処理施設の　　　　

「北部中央地区クリーン施設」

民主党　�谷　泉　議員

税収アップと環境の整備税収アップと環境の整備
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ってきております。当面は継続致します。

�
　子ども医療費に関して、中学生は入院のみの

支援で、通院は対象外である。これを支援対象

とする考えを問うた経緯があるが、その後の進捗状

況はどうなっているか。

�
　前回、様子を見させてもらいたい。と答弁を

させて頂いており、検討の結果、このまま進め

てまいりたいので、今は変更の考えはありません。

�
　この制度での窓口払い廃止への考えはあるの

か。

�
　多くの方の支援で成り立っている事を理解し

てもらいたい。そのためにも廃止は考えており

ません。

�
　巡回バスへの再三の質問に対して、これまで

の対応からでは確たる継続への意向が感じられ

ない。また、通勤・通学としての利便性向上にどの

ように検討してきたのか。

�
　利便性向上を図るため、駅への乗り入れを検

討し、森林公園駅及び吹上町への乗り入れを行

問

答

問

答

問

答

り支出しています。

�
　施設の現状と活用について、吉見町中央公民

館の活用について。

�
　アスベストの影響により、一般の利用は中止

している状況ですが影響を受けない部分につい

ては引き続き有効活用していきます。

� 　Ｂ＆Ｇ体育館の設備については。

�
　Ｂ＆Ｇ体育館の照明や内部塗装につきまして

は、改善に向け検討していきます。

　その他、環境活動で水辺再生プランの取り組み、

年間の計画カレンダーの作成について質問しました。

問

答

問

答

�
　私達が健康に生活して行くうえでも、スポー

ツの果す役割は大きなものがあると考えます。

生涯スポーツの活動計画は。

�
　生涯スポーツの活動につきましては、毎年作

成している教育要覧の教育行政の重点のひとつ

として活動の振興を図ることにしています。

�
　総合型地域スポーツクラブへの組織の促進状

況については。

�
　県内では２８クラブが設立され２０団体が準備中

です。運営に携わるチームマネージャーの育成

や受け入れ施設の関係等難しい課題もありますので

今後、調査・研究をしていきます。

�
　吉見町でも多くの優秀な選手が育ち、先日も

吉見中学の剣道部が全国大会に出場しています。

現状での支援の方法について。

�
　中学校から選手として出場する場合には吉見

町から、町のスポーツ少年団の代表として関東

大会以上に出場する場合にはスポーツ少年団本部よ

問

答

問

答

問

答

尾�　豊　議員

生涯スポーツの推進につ生涯スポーツの推進についていて

公明党　長島　茂　議員

行政サービスに徹する努力を行政サービスに徹する努力を

�
　来年５月から裁判員制度がスタートすること

もあって、近年「法教育」への広がり、関心が

高まっている。併せて環境教育への取組と現状を伺

う。

�
　今後も身近な学校の決まりやルール等を取り

上げながら学習指導要領の主旨に基づき継続致

したい。環境教育として各地域の特色を活かした多

様な学習をしています。更なる児童生徒の育成に取

り組んでまいります。

�
　役場から森田病院間の道路・用排水路など含

めた安全対策は。

�
　課題のある場所との認識をもっております。

今後も安全で快適な道路環境の形成に努め、幹

線機能と向上に努めてまいります。

問

答

問

答

巡
回
バ
ス
「
ひ
ば
り
号
」



８

一一一一一一一一一一 般般般般般般般般般般 質質質質質質質質質質 問問問問問問問問問問一 般 質 問

査して健康被害の医療費助成を行うことは、非常に

困難なことから、国や県の動向を見守りたいと考え

ています。

�
　長谷工業団地の水質分析結果で１７年度から１９

年度において、化学的酸素要求量（COD）、生

物化学的酸素要求量（BOD）等の数値が基準値を超

えている原因は何か。

�
　分析で採取した水は、長谷工業団地だけでな

く生活排水や水稲に利用された肥料の栄養分を

多く含んだ水なども混入されており、富栄養化が原

因のひとつであると考えます。

問

答

�
　窒素酸化物（NOx）・粒子状物質（PM）法の

指定地域の背景と町の対応の経過は。

�
　窒素酸化物（NOx）・粒子状物質（PM）対策

区域の選定は、国が政令で選定いたしまして、

吉見町もこの選定地域に含まれておりました。総量

削減の基本方針を国が決定し、具体的な総量削減計

画は、都道府県知事が策定することになっておりま

す。県では総量削減計画に定められるべき事項につ

いて、調査審議するため関係機関で組織する協議会

を設置しております。吉見町では、この協議会の委

員として参加しております。意見書の提出は特にな

く、協議会での埼玉県総量削減計画（案）の承認と

いうことになりました。

�
　大気汚染の健康被害に対する医療費助成の現

状と町の考えは。

�
　気管支ぜんそくなどの医療費は、東松山保健

所が窓口となり、県から医療費が給付されます。

町が単独で大気汚染の状況と疾病の因果関係等を調

問

答

問

答

�
　介護相談は、吉見町地域包括支援センターが

総合相談窓口となっており、その機能を十分活

用してほしい。休日・夜間の相談窓口の開設について

は緊急を要する介護相談の受付状況や高齢者福祉推

進委員会の検討結果等により、対応してまいりたい。

�
　放課後子ども教室は、子供を取り巻く環境の

変化、家庭や地域の子育て機能・教育力低下が

指摘される中、放課後等の子供達の安全で健やかな

活動場所の確保を図る必要があることから、推進さ

れている事業です。今までの調査研究の結果、見通

しは。

�
　平成１９年度より事業の実施の可能性を調査研

究しており、今年度中に方向性を出していきた

い。

答

問

答

�
　世界では多くの罪もない子供達が飢えや病気

で命を落とし、止むことのない紛争で命の危機

にさらされ、貧困により学ぶことさえできない子供

達がいる。生まれた土地の違いだけで、多くの子供

達が犠牲になっている。不要入れ歯リサイクルは、

そんな子供達を支援する活動。金属のついた入れ歯

には貴重な金属が含まれており、その金属をリサイ

クルした収益をユニセフに寄付している。また、入

れ歯回収ボックスを設置している地方自治体の福祉

団体にも、一部が寄付され、社会福祉にも貢献して

いる。回収ボックス設置や広報活動等、協力する考

えは。

�
　資源のリサイクルと同時に、社会貢献ができ

る事業であるので、前向きな対応を考えてまい

りたい。

�
　介護者の不安や負担軽減のため、休日・夜間、

２４時間対応できる相談窓口が必要と考える。町

の見解は。

問

答

問

公明党　安孫子和子　議員

不要になった入れ歯のリサイクル不要になった入れ歯のリサイクル

神田　隆　議員

大気汚染・水質汚濁について大気汚染・水質汚濁について

悠
友
館
内
に
あ
る
「
吉
見
町
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域
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括
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セ
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�
　保育料の第５段階は、所得税額が４万円以上

～１０万３千円未満で約６万２千円の差。第６段

階は１０万３千円以上～４１万３千円未満で約３１万円も

の差であるが、同じ家族構成で同じ条件とした場合、

年収で比較するとどれ位差があるのかを伺いたい。

�
　仮に夫婦と子ども２人世帯とした場合で税額

４万円は年収４００万円。１０万３千円は年収５８０万

円。４１万３千円では年収８６０万円である。

�
　年収で１８０万、２８０万の差があるのに各々同じ

保育料となっている。所得階層区分を細分化し

て個々の所得に合った保育料に見直すことが必要で

ある。

�
　国に基づき徴収しており、平均的で妥当であ

る。

問

答

問

答

�
　町内の小学校で「茶毒蛾」が発生しているが

発生状況と発生時の対応について伺いたい。

�
　春に東一小、東二小、西小、西が丘小と町民

体育館の生垣に発生した。人的被害は小学生が

２名。発生時の対応は、枝の剪定や殺虫剤を散布し

ている。

�
　茶毒蛾の毒は、幼虫自身の生死に関わらず発

症するため、幼虫の脱皮殻や殺虫剤散布後の死

骸にも注意する必要がある。刺されると医師の治療

が必要で、アレルギーがある人の場合、回数に応じ

て症状が重くなることがある。また人によってはア

ナフィラキーショックで命を落とす可能性もある。

特にプールの近くや人が頻繁に行き来する場所にあ

るツバキやサザンカについては、伐採や移植も必要

と思うが、教育環境の整備ということで見解を伺う。

�
　茶毒蛾の駆除を含めて、学校環境の整備に努

めてまいりたい。

問

答

問

答

�
　学校給食を通して、食に関する学習効果と今

後の課題は。

�
　学習効果は食事のマナー、身支度や手洗い等

の衛生観念、準備や後片づけ等協力し合って楽

しく食べることにより協調性を養うこと等が上げら

れます。給食用の吉見産食材は現在１１品目を旬の時

期に使用しておりますが、通年必要量の確保が課題

であります。今後も拡大に努めてまいります。

�
　農家が申請により農機具燃料の軽油引取税の

免税、所得税の青色申告による特別控除等を受

けられるように制度のＰＲ、及び指導ができないか。

�
　軽油引取税は１�当り３２.１円課税、農家が一

定の要件を満たした場合課税免除となります。

所得税の青色申告特別控除は複式簿記等の記帳を要

し、申告により最高６５万円が控除される。農家の皆

様に有益であり積極的にＰＲしていきます。

�
　施肥量の適正化を図り収量の安定化、品質の

向上を図るために土壌中の肥料分を測定する機

材を町が購入し農家に貸し出すことができるか。

�
　町で土壌測定機材を購入し貸し出すことにつ

いてはそのニーズ、重要性、効果等を調査、検

討してまいります。

　その他農業所得の安定、獣害対策等質問しました。

問

答

問

答

問

答

�
　教育現場における食に関する体験学習ではど

のような学習が行われているのか。又その教育

効果は。

�
　小学校では水稲・野菜・花の栽培を実施して

おります。体験により自然の大切さ、共同作業

等により豊かな人間性、社会性を育むことができる

ものであり今後も推進してまいります。

問

答

荻野　勇　議員

小学校における食農教育の小学校における食農教育の
取り組み状況は取り組み状況は　　　　　

日本共産党　杉田しのぶ　議員

害虫による被害への対応についてと害虫による被害への対応についてと
保育料の見直しについて保育料の見直しについて

楽しい学校給食の時間

綱
引
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一 部 事 務 組 合 報 告一 部 事 務 組 合 報 告

宮�雄一
議　員

北本地区衛生組合議会
定例会

期日　平成２０年７月２２日　午前９時から

場所　北本地区衛生組合議場

　吉見町議会から、杉田しのぶ議員、安孫子和子議

員、私宮�雄一の３名が出席いたしました。

　本議会前の全員協議会で、昨今の原油価格の高騰

に伴う施設運営の状況について、汚泥の焼却に使用

しているＬＳＡ重油については当初予算で１�当り

７０円程度で計上していたものが、７月の時点で１１７

円弱での契約となっており、今後更に上昇する見込

みであるため、燃料費については今後の状況を精査

し、補正させて頂きたい旨、説明がありました。

　開議の宣告後、管理者提出議案の一括上程、管理

者提案理由の説明、管理者行政報告が行なわれまし

た。本議会に上程されました議案は２議案でありま

した。

　議案第７号　専決処分の承認を求めることについ

て

　これは埼玉県市町村総合事務組合の規約変更につ

いてでありました。

　議案第８号　平成１９年度北本地区衛生組合歳入、

歳出決算の認定について。

　歳入総額５億１,４０６万９,０３２円、歳出総額４億９,４２７

万４,２０２円、歳入歳出差引総額１,９７９万４,８３０円は次年

度へ繰り越されるものであります。なおこの議案に

対しては、４名の議員から質疑があり、それぞれ適

切な答弁がなされた所であります。

　いずれの議案も慎重審議の結果原案のとおり承認

されました。以上で平成２０年度第２回議会定例会の

報告といたします。

宮�善雄
議　員

比企広域市町村圏組合
議会定例会

期日　平成２０年８月２２日　午前１０時から

場所　東松山市議会議場

　吉見町議会からは小宮榮議長と私宮�善雄の２名

と副管理者、吉見町長も出席をいたしました。

　議長の選挙が行われ、副議長より指名推薦で榎田

達治東松山市議会議長が当選されました。

　上程されました議案は、報告１号・２号、議案第

２１号～議案第２３号は、条例の一部改正です。

　議案第２４号～議案第２６号は、財産取得について

（消防車両の購入）です。

　議案第２７号～議案第３０号は、平成２０年度一般会計

及び特別会計補正予算です。

　議案第３１号～議案第３５号は平成１９年度一般会計ほ

か４特別会計歳入歳出決算です。

　清水義也監査委員より監査報告がなされ「各会計

の歳入歳出決算書・事項別明細書・実質収支に関す

る調書及び財産に関する調書は、関係法令の規定に

準拠して作成されており、計数・関係帳票及び証書

類と照合の結果、正確であり予算の執行は適切であ

ると認めた。むすびに、全会計の歳入決算額に占め

る構成市町村の負担金の割合が８４.６％であることに

鑑み、貴重な財産を有効かつ効率的に執行すること

が、何よりも重要であると思料される。引き続き、

最少の経費で最大の効果が得られるよう、一層の努

力を望むものである」との報告でした。

　上程されました議案につきましては慎重審議の結

果、原案のとおり可決されました。
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くわしいことは町議会事務局まで

お問い合わせください。

�０４９３（５４）１５１1内線４０４

次の議会は

12月定例議会が

　　開催される予定です。

町議会を傍聴して

みませんか
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常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告常任委員会報告

閉会中の所管事務調査報告閉会中の所管事務調査報告
総 務 建 設 常 任 委 員 会

長島　茂委員長

　間伐材を活用した地球温暖化対策、自然環境にや

さしい事業への取組について、及び県営ため池等整

備事業堂の前池・八丁湖について、秩父市、及び当

町内にて所管事務調査を実施いたしました。

　秩父市は総面積の８７％が森林に覆われており、利

用できる森林資源が多いことから木質系バイオマス

エネルギー事業としてのバイオマス発電所と使用済

みてんぷら油をリサイクルして、バイオディーゼル

燃料を製造しています。バイオマス発電システムは、

バイオマス燃料（チップ）を蒸し焼きにしてガスを

発生、そのガスでエンジンを稼動、電気と熱（温水）

を作ります。約１０ｔの木材チップを使用し１日１２時

間稼動で、約１２０世帯分の電気と約３００世帯分の温水

に相当するエネルギーが作れるとのことです。質疑

として、間伐材チップに代わり建築廃材の使用は可

能かでは、産業廃棄物に該当することから対応は難

しい。事業費は、２億４,６００万円です。バイオマス

てんぷら油リサイクル機械設備費と原価格は、約

５００万円、原価約５０円～６０円です。

　また、八丁湖と堂の前池での県営ため池等整備事

業での質疑では、八丁湖の浚渫の件は、２１年度予算

の中で対応します。堂の前池についてはここまで整

備されたのであるから、今後沼の水質管理には関連

する関係課と連携を密にし十分その任に当たるよう

にとの意見を申し上げた。

　とりわけ、秩父市での視察は今後町の取組として

参考にすべきことも見受けられ、当委員会としてい

ずれも大変有意義な視察ができました。感謝申し上

げ報告といたします。

教 育 福 祉 常 任 委 員 会
安孫子和子委員長

　本委員会は８月１日、福祉会館に設置されている

障害者用入浴施設の有効活用を図り、障害者福祉向

上に資するため、また、学校給食費の現状を検証す

るため、所管事務調査を行いました。

　現地調査は、地域活動支援センターの朝霞市総合

福祉センター「はあとぴあ」と行田市総合福祉会館

「やすらぎの里」にて行いました。朝霞市ではオン

ラインバス、行田市では、車いすのまま入れるチェ

アインバスで入浴サービスを行っています。運営、

経費、利用者数、入浴サービスに係るヘルパー等の

人数等、多くの質疑がなされ、それぞれに説明をい

ただきました。朝霞市並びに行田市では、高齢者入

浴サービスと併用して障害者入浴サービスを提供し

ていますが、本町においては、高齢者入浴サービス

との併用は難しいと考えられます。福祉会館で保有

する入浴施設を運用する場合、障害者のみとなるこ

とが見込まれ、利用効率の良い運営は大変難しいと

考えられます。本委員会としては、入浴サービスを

希望する障害者の多少にかかわらず、また、当面補

助金等を見込むことが困難であっても、入浴施設の

有効活用に向け、積極的に取り組むべきと強く要請

いたしました。

　続いて、学校給食費の現状と今後について調査し

ました。昨今の原油高の影響による食材の相次ぐ値

上げや輸入食材の国内産への切替等で、食材料費が

上昇し、現在の給食費で給食の質・量を維持するの

は非常に困難であるとの説明に対し、給食センター

として改善点は改善し、児童生徒及び保護者の意向

の把握、的確な対応を要望いたしました。

　以上、ご報告いたします。
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議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会 日日日日日日日日日日 誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌会 日 誌

編 集 後 記

件　　　名月　日

東松山鴻巣線整備促進協議会総会H２０.６／１８

埼玉県吉見浄水場地元対策推進協議会
総会

１８

平成２０年度吉見町コミュニティづくり
推進協議会総会

２４

議会だより編集委員会（第１回）２５

（仮称）よしみ菊友の会設立総会２６

平成２０年度都幾川・市野川水系改修
促進期成同盟会通常総会

３０

（仮称）新市野川橋建設促進協議会
第１０回総会

３０

吉見総合運動公園パークゴルフ場
「始球式」

７／１

第１回グラウンド・ゴルフ協会大会６

議会だより編集委員会（第２回）７

秋田県にかほ市議会　教育民生常任委
員会「フレサよしみ」視察研修来町

９

荒川上流改修促進期成同盟会総会１１

議会だより編集委員会（第３回）１４

湖畔団地　夏祭り２０

荒川上流改修促進期成同盟会「国への
要望活動」

２４

ひばりケ丘団地　夏祭り２６

平成２０年度全国高等学校総合体育大会
「彩夏到来　０８　埼玉総体」総合開会式

２８

議 会 日 誌

　議会だより編集委員会

　委　員　長　小　柳　幸一郎

　副委員長　�　谷　　　泉

　委　　員　小　宮　　　榮

　委　　員　内　野　正　美

　委　　員　荻　野　　　勇

　委　　員　尾　�　　　豊

　今年の夏は、突発的な集中豪雨が各地で発生しました。

雷や突風を伴う場合も有り多くの被害が発生、吉見町にお

いても落雷による被害が数多く発生いたしました。局地的

な豪雨の続発は地球温暖化が要因とされております。「備

えあれば憂いなし」と申します。日頃から災害への備えを

心がけたいものです。これからも読まれ、親しまれ、役立

つ「議会だより」の編集に取り組んでまいります。町民の

皆様の意義あるご意見、ご提案を、お待ちしております。

※吉見町議会では、政務調査費は支給されておりません。

件　　　名月　日

北小学校屋内運動場増改築工事
「安全祈願祭」

７／２９

教育福祉常任委員会「閉会中の所管
事務調査」

８／１

第１４回吉見町総合防災訓練２

南吉見団地自治会　夏祭り２

吉見町ホタルを愛する会「ホタル観賞会」２

大里比企広域農道整備事業推進協議会
「第３７回通常総会」

５

総務建設常任委員会「閉会中の所管
事務調査」

７

比企郡町村議会議長会視察研修７・８

第２５回埼玉県消防操法大会出場選手
壮行会

９

「道の駅いちごの里よしみ　第４回盆踊り
大会」

１０

平成２０年度主要地方道鴻巣川島線整備
促進期成同盟会総会

１１

比企広域市町村圏組合議会組合市町村
選出議員代表者会議

１２

比企広域市町村圏組合議会定例会２２

第２５回埼玉県消防操法大会２３

第２５回埼玉県消防操法大会報告会２３

議会運営委員会２６

埼玉県町村議会議員研修会

　１０月１７日（金）、熊谷文化創造館「さくらめいと」で、平

成２０年度埼玉県町村議会議員研修会が行われました。

　研修会では、講師に政策研究大学院大学教授の飯尾　潤

氏をお迎えし、「激動の日本政治と地方自治の課題」につい

て研修をいたしました。


